
 

・基礎的基本的な知識が不足しており、社会

という科目自体に苦手意識をもって入学

してくる生徒が多い。 

・入学以来、授業規律が身に付いてきており

落ち着いて授業を受けることができるよ

うになってきた。

・社会科の学習の仕方の基本を知り、生徒

それぞれが自分に合った学習方法をみに

つける。 

・資料やグラフの読み取り方の基本をみに

つけ、教科書に書いてある内容を読み取

ることができる。

・都道府県名など、努力が結果に結びつき

やすい課題を与え、成績の向上を評価す

ることで、苦手意識の払しょくや学習へ

向かう意欲の向上を図る。 

・身につけた技能を活用し、思考する課題

を繰り返し与え、知識技能が定着するよ

うに導く。

・基礎的基本的な知識が不足しており、社会

という科目自体に苦手意識をもっている

生徒が多い。 

・落ち着いて学習に取り組む習慣を身に着け

る必要があり、授業規律を確立させること

が課題である。

・教科書等の記述を参考にしながら、問い

に対して自分なりの考えを持つことがで

きる。 

・二つ以上の事柄の間に関係性を見つけ、

その理由について考察し、文章等で表現す

ることができる。

・定期考査の中で努力が結果に結びつきや

すい課題を与え、成績の向上を評価する

ことで、苦手意識の払しょくや学習へ向

かう意欲の向上を図る。 

・二つ以上の事柄の関係性を問うような課

題に対しては、難易度を調整するととも

に、協同的な学習も取り入れながら、成

功体験を積み重ねられるよう配慮する。

・基礎的基本的な知識が不足しており、学習

習慣が身についていない生徒が多い。 

・情報と情報を関連付けて考えることが苦手

で、読み取れた内容から推測して結論を出

そうとする。

・１学年から３学年までの基本的な知識技

能をもう一度復習し身につける。 

・地理、歴史で学んだ既習事項を関連付け

ながら、見方考え方を活用し、現代社会の

仕組みやこれからの日本について考えを

深めることができる。

・協同的な学習を活用しながら、自分自身

の考えをまとめ発表する場を設定する。 

・公民の学習の中で、地理と歴史の既習事

項を意図的に取り上げ、振り返りの機会

とする。その際、２つ以上の事柄がつな

がっていることに気づかせ、社会という

科目全体の関係性を感じさせる。


